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～ページ案内～

います

【 発 行 元 】 小 田 地 域 課

尼崎市長洲中通１丁目６番１０号

TEL ０６・６４８８・５４４１

FAX ０６・６４８８・５４５９

中川地下道の
交通量調査を
行いました！

第１回

あまの魅力発信ふぉとコンテスト

令和２年７月から１２月までの間、２９歳以下の若い世代から
尼崎を盛り上げようと、尼崎の魅力の詰まった写真を募集する
フォトコンテストを実施しました。
その結果、９７名の方から２７０点もの応募がありました。

見事グランプリに輝いたのは、杭瀬商店街の情景をモデルの女性
とともにくり抜いたワンシーンを映し出した前口あかねさんの作
品「味ある町」でした。
前口さんがこの場所を撮影した理由は、「古い店舗と、看板、

お店は閉まっていて誰も居ないはずなのに、人の生活を感じる商
店街に強いパワーを感じ、町の物語を伝えてくる、そんな場所だ
と思いました」とのことで、尼崎市内の数ある名所の中から、小
田地区の杭瀬商店街が映る作品がグラプリに輝きました。

主催：六星会
共催：小田地域課

小田地域課 検索
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今年度、市民運動小田地区推進協議会では、

ＪＲ尼崎駅の地下を南北に通る「中川地下
道」における自転車通行ルールの周知徹底に
取り組んできました。
そうした中、交通量調査を実施したところ、

大幅に改善していることがわかりました。
年代別で見ると、中高生はおよそ８割が降

車しているのに対し、一般（概ね20代～60

代前半）の方は４割ほどという結果でした。

平成３０年度調査
午前６時～午後９時

令和２年度調査
午前６時～午後９時

全体

中高生は・・・

５８３人 ２,３６５人

自転車を降りて通行する人

年代で見ると

自転車6,393台中 自転車4,716台中

１０人中、およそ８人

一般の利用者は・・・１０人中、およそ４人
が自転車を降りて通行しています。（概ね20代～60代前半）

皆様の、更なるご協力をお願いします。
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な
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２
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あまがさきチャレンジまちづくり事業

地域コミュニティ活動支援事業報告会を開催します

令和３年度地域コミュニティ活動支援事業の募集

小田地区で地域コミュニティ活動を実施しているグループによる事業報告会
を開催します。
今年度は、「じいちゃんの手づくりおもちゃ」「さまさまのおへや」の２グ

ループによる発表です。
地域をより良くするため、市民の皆様が自ら考え、自発的に取り組んでいる

活動の様子を知ることのできる貴重な機会となりますので、ぜひお越しくださ
い。
ご希望の方は、電話かFAXで小田地域課までご連絡ください。
電話番号：６４８８－５４４１ F A  X  ：６４８８－５４５９

日時：３月１８日（木） 午後２時３０分～３時３０分
場所：小田南生涯学習プラザ ３階ホール

地域の課題解決や魅力向上に向けて、市民主体の団体・グループが取り組む
事業について、その経費の一部を補助します。
市内に活動拠点のある３人以上で構成される団体・グループが対象で、補助

対象経費の８割以内（上限１０万円まで）、３回を限度に補助金を支出します。
補助対象事業や応募資格、対象経費、審査方法などが記載されたパンフレッ

トは、小田地域課窓口にあります。
なお、個別相談会や電話でお問い合わせいただければ、詳しい内容をご説明

いたします。申請しようと考えている内容などを教えていただければ、スムー
ズに申請が行えるようにサポートします。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
事
業

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す


